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フォトロゲイニングについて
フォトロゲイニングとは？
☆「地図」をもとに、時間内にポイントを回って得点を集める活
動です。

☆ポイントに到達した記録として、「ポーズシート」と同じ風景、
同じポーズをみんなで撮影する楽しさがあります。

※各グループに１台デジタルカメラが必要です。

ここがオススメ！
①一斉にスタートできます。
②得点や距離、標高などを考慮して、自分たちでコースを決める楽しみがあります。
③場所によって得点が異なり、難易度が高い場所ほど高得点になっているため、作戦
タイムを設けてコースを考える楽しみがあります。

１ 事前の準備（例）
（１）下見を通して、以下を確認します。

確認項目 決定事項

①指導者の人数 本部（スタート・ゴール）×（ ）人
ポイントに立つ指導者×（ ）人

②グループ数と人数 （ ）人×（ ）グループ

③カメラの台数 （ ）グループ＝デジタルカメラ（ ）台
※バッテリーチェックも忘れずに！

④活動時間 （ ）時（ ）分～（ ）時（ ）分
作戦時間…（ ）分間

※５～１０分間が適当
活動時間…（ ）分間

※６０～１８０分間の中から選択
※1８0分間を超えると、全ポイントを回ること
ができるので、差が出なくなります。

（２）「地図」と「ポーズシート」を、グループ数分ラミネートで処理しておきます。
（３）事前にルールの説明をし、各グループで作戦を立て、歩くルートを地図に記入

させておきましょう。
※各グループから歩くルートが記入された地図を事前に回収・コピーし、各班
の予定を把握しておくと、より安全な活動につながります。

２ やり方の説明（例）
（１）「スタートは（ ）、ゴールは（ ）です。」
（２）「スタート時刻は（ ： ）。ゴール時刻は（ ： ）です。

決められた時刻より
①早くゴールすると、１５分より前で１分につき（ ）点マイナス
②遅れてゴールすると、１分につき（ ）点マイナスです。」

（３）「チェックポイントの番号の、１の位を切り捨てた１０の位の数字が得点です。」
例：１９…１０点 ３１…３０点

（４）「チェックポイントでは「ポーズシート」と同じポーズで写真を撮りましょう。」
カメラマン以外の全員で撮影しましょう。カメラマンは毎回交代しましょう。」

（５）作戦確認タイム（５～１０分程度）

確認ポイント①歩くルート（侵入禁止の×印内で）
②標高の表示から高低差を確認

（６）「ゴールでチェック表とデジタルカメラを提出しましょう。採点に使います。」
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フォトロゲイニング チェック表

団 体 名

チーム名 代表者名

作戦会議！チェックポイント通過予定（地図にもルートを書きこもう！）
スタート→【 】→【 】→【 】→【 】→【 】→【 】→
【 】→【 】→【 】→【 】→【 】→【 】→【 】→
【 】→【 】→【 】→【 】→【 】→【 】→【 】

目標の時刻 時 分
到着時刻 誤差☆ 分

実際の時刻 時 分 早い・遅い

減点計算…誤差（☆ ）分×（ ）点＝ ★ 点減点
↑団体ルール

チェックポイント通過一覧表

得点 チェックポイント№ 合計点

１０ １１ １２ １３ １４ １５ １６ １７ １８ １９

２０ ２１ ２２ ２３ ２４ ２５ ２６

３０ ３１ ３２ ３３ ３４

５０ ５１ ５２ ５３

１００

写真ポイント◎ 点

写真ポイント◎ 減点ポイント★ 総合計ポイント
－ ＝ 点


